
横浜植物防疫所東京支所及び横浜植物防疫所羽田空港支所交渉
（全農林労働組合東京農政分会）

議 事 要 旨

１．開催日時 平成２９年１月３１日（火）１９：００～１９：０５（５分）

２．場 所 横浜植物防疫所東京支所会議室

３．出 席 者 横浜植物防疫所東京支所 齊 藤 範 彦 支所長
同 田 川 英 樹 庶務課長

横浜植物防疫所羽田空港支所 森 田 富 幸 支所長
同 野 村 桂太郎 庶務課長

全農林労働組合東京農政分会 泉 尚 己 委員長
同 近 藤 雅 方 書記長
同 白 神 康 範 副委員長
同 竹 崎 正 昭 執行委員

４．議 題 全農林労働組合東京農政分会による要求書提出について
（全農林労働組合東京農政分会提出 別添「要求書」）

５．議事概要
○野村庶務課長

これより、要求交渉を始めます。要求書を２部頂いております。東京支所に対す
る要求第２号及び羽田空港支所に対する要求第３号となっており、羽田空港支所長
森田より併せて回答させて頂きます。
なお、本日の交渉に先立ち、国家公務員法第１０８条の５の規定に基づく予備交

渉を行い、要求事項のうち「Ⅰの労働諸条件の改善について」のうち、１について
回答させていただきますが、それ以外の事項については、要望事項として承ること
としたので、予めご承知おき願います。それでは、支所長お願いいたします。

○森田支所長
羽田空港支所長の森田でございます。職員の皆さんには、日々の業務の遂行に当

たって不断の努力をいただいていることについて感謝申し上げます。それでは、要
求事項のⅠの労働諸条件の改善についてのうち、厳格な勤務時間管理体制の確立、
事前命令の徹底、実効のある超過勤務縮減対策の実施による超過勤務の縮減、超過
勤務手当の全額支給について回答させていただきます。
超過勤務の縮減については、超過勤務縮減対策検討委員会において検討し、①一

人当たりの超過勤務時間が年間３６０時間、月４５時間を超えないように努める、
②管理職員は、勤務時間外になってからの業務指示は行わないように努める、③水
曜日は定時退庁日、金曜日は定時退庁促進日とし、その趣旨の徹底を図る、④各課
・担当内での意見交換や係等毎の業務スケジュールの作成により、予め日程調整を
行う等業務の平準化を図るなど具体的事項を定め、超過勤務縮減に向けて取り組ん
でいるところであります。
今後とも、定期的に超過勤務縮減の取組の検証を行うなど、適切に対応するとと

もに、超過勤務を命ずる場合は、勤務時間内に行うよう努力してまいりたいと考え
ております。また、超過勤務命令に伴い勤務した時間に対しましては超過勤務手当
を全額支給しております。
以上が、当方の回答でございます。

○泉委員長
本日はお忙しいところ時間をいただき有り難うございます。本日の要求について

は真摯に受け止めて頂きたい願いであります。引き続き超過勤務縮減に向けて努力
頂きますようお願いいたします。

○森田支所長
本日の交渉を踏まえ、今後とも職員の皆さんが安心して働きやすい職場となる

よう、引き続き努力してまいりたいと思います。

○野村庶務課長
それでは以上で交渉を終了したいと思います。










